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Cefotiam(SCE-963)の 尿 性器 感染症 に おけ る臨 床使 用経験
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Cephalosporin系 薬剤は,近 年抗菌スペクトルを拡大

するにと1によって有効性の面で進歩を遂げる努力が盛ん

となり,Cefamycin系 あ るいはその類似誘導体,ま た

Beudomonasの みに強い抗菌力を示す誘導体の開発な

どが試みられている。にのCefotiam(CTM,SCE-963)

も,その試みの一環と考えられる。特徴としては,Cefa-

mycin群 または同様なmethoxy基 を 側鎖に有す るも

のとは異なって,cephalosporinaseに よって分解はさ

れるものの,従 来のcephalosporin系 に対し耐性を示す

indole陽性Pro`eusの 一部に抗菌力を示し,ま たcepha-

losporin感受性菌に対しても本来の薬剤より強い試験管

内抗菌力を示すにとがあげられる1)。

われわれも今回この薬剤を入手し得たので,各 種尿性

器感染症に対し用い,そ の有効性および副作用を臨床的

に検討したので,そ の結果を報告する。

対 象 及び方法

名古屋保健衛生大学病院,お よび社保中京病院の泌尿

器科において加療を受けた患者27名 を対象とした。4名

を除き他は入院患者で多 くは術後患者であり,一 部に,

カテーテル留置期間中の感染防止効果および副作用の有

無の検討対象とした場合もある。内容は,急 性腎孟腎炎

4名,慢 性で基礎疾患を有する腎孟腎炎患者9名,前 立

腺炎および前立腺膀胱炎患者(1名 で副睾丸炎を合併)

4名,副 睾丸炎患者2名,淋 菌性尿道炎患者1名,感 染

防止に用いたものとしては前立腺および膀胱腫瘍の経尿

道的切除術後の患者6名,尿 管皮膚痩術の患者1名,で

あった。

薬剤投与法は,点 滴静注15名,静 注12名 で,外 来の4

名はすべて1日1回 静注とした。1日 投与量は500mg～

4,000mgで,1～4回 に分割 して投与 したが,1回1,000

mgを1日2回 投与 した症例が最も多 く15例であった。

投与期間は3～8日 間であった。

副作用の検討は主観的な副作用の他に血液学的および

化学的検査も可能な限り実施 した。

なお,効 果判定基準は,近 時各施設で準拠されている

UTI基 準2}の対象疾患に外れる疾患が多 く,そ れらに

あっては,発 熱,罹 患臓器に関連した疹痛および細菌の

分離されたものについては細菌学的効果を主体としてみ

るという判定法を用いた。感染予防に用いた例は細菌学

的効果のみ判定 した。

成 績

まず,比 較的単純な感染症つまり,急 性腎孟腎炎(一

部は腎周囲炎症状著明)4例,前 立腺炎および前立腺膀

胱炎4例,副 睾丸炎2例,淋 菌性尿道炎1例 の合計11例

についてみると全例有効であった。一方,慢 性で基礎疾

患を有する9例 の上部尿路感染症では有効以上4例,無

効3例,不 明2例(1例 は3日 目で退院のため,他 の1

例は分離菌がcmdidaの みのため効果判定は不明とし

た)で あった(不 明を除 く無効率42.9%)。 無効例中2

例はそれぞれSer7a`ia,Pkmdomonasa aeruginosa各1

例で,宿 主側因子の関与しようのない耐性菌感染であっ

た。又,馬 蹄鉄腎に尿管結石を合併 したEnterococms

の感染の1例 は,明 らかに宿主側因子が無効の原因と考

えられた。症例6はProteus morgmllよ る感染例で,

従来のcephalosporin系 薬剤には無効の菌種であるが,

本剤には感受性を示すといわれており,本 症例でも効果

が認められた。

副作用に関しては,全 例に主観的なものは全 く認めら

れず,ま た13例 について行った血液生化学検査にも何ら

異常値を認めなかった。

考按 及び結論

CTMの 特 徴ははndole陽 性Proteus groupを はじ

めとする従来のcephal。sporin剤 に は耐性の菌群に対

し,抗 菌力を示す点にあり,臨 床的な価値判断に当って

は，そのような菌による感染症に対して用いてみること
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が必要である。しかし今回の治験に当っては,そ のよう

な例には1例 しか遭遇せず,こ の薬剤の真の価値を決定

し得るに足る材料は得 られなかった。

しかし,宿 主側に余程の問題がない限り,試 験管内抗

菌力がそのまま反映される幾つかの症例を得 ることは出

来た。

またこれらの症例のうち,UTI薬 効 評価基準3)の

criteriaに合致する7例 について,そ の方式に当嵌める

と,全例第3群 のその他の上部尿路感染症に入り,著 効

2,有 効2,無 効3の 結果となった。

全例を通じ,認 むべき副作用はなく,ま た一部の症例

(13例)に おいて行った臨床 検査成績にも異常値をみな

かった。

以上少数例の治験ではあるが,安 全性については従来

の同系薬剤とほぼ同じとの感触を得たので今後症例を増

して検討を行うに値する薬剤と考える。
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Cefotiam (SCE-963) was administered in twenty cases for treatment of urogenital infections and seven

cases for prophylaxis at a daily dose of 0.5•`4 g for 3 to 8 days intravenously.

Of twenty cases with urogenital infections, excellent responses were seen in 6 cases, good in 9 cases, poor

in 3 cases and indeterminate in 2 cases.

Of seven cases for prophylaxis, six successes and one failure were seen.

No side effects and abnormal laboratory findings were observed.


